
 

 

 

○記号・略語の説明 

 

 

◆…事業計画書にある項目 

 

◇…事業計画書にない項目 

 

新…新規事業 

 

重…重点事業 

 

募…共同募金配分事業 

 

○○から受託…受託事業 

 

 

 

 

 

  



 

会
計
区
分 

事業区分 社会福祉事業  管理№ 1-1-1 

拠点区分 補助金事業  決算書 74頁 

サービス区分 法人運営    

【事業報告】 

（１）法人運営 

◆理事会、評議員会、監査会の開催 

   理事会         ４回 

   評議員会        ４回 

   監査会         ４回 

◆各委員会の開催 

   経営企画員会      ７回 

   評議員選任・解任委員会 ２回（内、書面決議 １回） 

◆例規管理 

◆法人沿革整理 

◆視察受け入れ 

   実績          ０件 

 

（２）労務管理業務 

◆人事管理、職員採用、資格取得支援 

◆福利厚生 

◆健康診断、ストレスチェック 

◆ハラスメント対応 

   相談件数        ２件 

 

（３）施設管理営繕業務 

◆備品管理 

◆社内ＬＡＮシステム管理 

◆社有車両管理 

◆貸館業務 

 

（４）福祉サービス苦情解決事業 

◆第三者委員会の設置（共同設置） 

   介護保険サービスおよび障害福祉サービス利用者等がサービスを適切 

に利用できるよう支援することを目的に、三重郡内の社会福祉協議会と 

施設（三重郡老人福祉施設組合 みずほ寮、社会福祉法人檜の里 あさけ 

学園）が共同で設置している。 

◆苦情の受付、解決業務 

   介護保険サービスに関する苦情     １６件（内未解決０件） 

   障害者総合支援サービスに関する苦情   ７件（内未解決０件） 



 

   上記以外の苦情        ３５件（内未解決０件） 

      第三者委員会の開催       ２回 

   第三者委員苦情解決相談会の開催 １回 相談件数 １件 

  

（５）権利擁護事業 重 

◆成年後見制度の利用支援 

   成年後見制度や任意後見制度について説明し、利用に向けた手続きのア 

ドバイスを行った。 

◆法人後見受任者支援 

   受任件数  ４件（後見４件） 

   （令和４年度内 新規０件 終了０件） 

◆法人後見委員会の開催 

   ４回 

（新型コロナウイルス感染防止のためオンラインと来場の併用開催） 

    

（６）社会福祉法人地域公益活動の取り組み 重 

◆三重県社会福祉法人地域公益活動事業への参画、協力 

   みえ福祉の「わ」創造事業への参画 

◆町内社会福祉法人連絡協議会の運営 

   実施なし 

 

（７）経理業務 

  ◆効率化による適正な会計業務 

 

（８）自主財源の確保と活用 

◆福祉基金の造成等 

   篤志寄付               ２７件 

   篤志額        ３，０１７，６９１円 

   寄贈物品  米、もち米、非常用備蓄食品（防災食品）、緊急支援物資、 

         新型コロナウイルス感染防止対策用品等 

   福祉基金活用額    １，８００，０００円 

   年度末積立総額  １８０，０６９，５６９円 

◆介護予防・日常生活支援総合事業の立ち上げ時等の助成金交付 

   対象となる団体がなく助成金の交付なし 

 

【まとめ】 

○ 採用後の資格取得の支援を拡充し、資格未取得者や高校新卒者の採用を積極的

に行った。 

○ 法人運営や労務管理に関する法改正等への対応を行った。 



 

○ 自主財源の確保については、長引く新型コロナウイルスの影響により寄付の件

数は減ったが、定期的な篤志者からは継続した寄付があった。 

令和４年度は、菰野ライオンズクラブの解散による多額の寄付や保健福祉セン

ターけやき一般浴利用者による多額の寄付があった。 

また、昨年度同様、特定の団体からの継続的な食糧物資の寄贈や新型コロナウ

イルス感染対策用品の寄贈があった。 

○ 法人後見業務については、対応が難しいときは、後見委員の弁護士から専門的

なアドバイスを得ることができている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

会
計
区
分 

事業区分 社会福祉事業  管理№ 1-1-2 

拠点区分 補助金事業  決算書 74頁 

サービス区分 ボラントピア事業    

【事業報告】 

（１）ボランティアセンター事業 

◆ボランティア活動の振興 

 

（２）啓発推進事業 

◆町社会福祉協議会広報紙「みんなのふくし」の発行 募 

   全戸配布（月１回発行） 

◆各種広報の実施 

◆ホームページ管理 

   ホームページ訪問者数  １７，１５０人 

   ブログ訪問者数     ２１，８８７人 

   ブログ投稿数         １２３件 

   フェイスブックリーチ数 １１，４５３人 

   フェイスブック投稿数     １３０件 

◆YouTube「けやきチャンネル」の配信 募 

◆地域福祉教育推進事業の支援および推進 募 

  ◆福祉協力校事業 募 

     依頼件数：１９件（内社会見学受け入れ４件） 

 

（３）養成研修事業 

◆地域サポーター養成講座 募 

   １回   １６人 

◆各種ボランティア養成講座の開催 

   点訳ボランティア養成講座 全４回   延べ３４人 

 

（４）登録斡旋事業 

◆ボランティア登録および情報管理 

 ①ボランティア活動者数 

   個人ボランティア数            ９５人 

   団体数（ボランティア活動を主目的）   ５５０人（４５団体） 

   団体数（ボランティア活動以外を主目的）  ２４人（ ３団体） 

 ②ボランティア連絡協議会登録者数      ３４３人 

◆ボランティア斡旋業務の充実および推進 

   ボランティアセンターでの相談対応件数    ９４件 

◆災害ボランティア派遣等業務 

   派遣実績なし 



 

 

（５）ボランティア組織化事業 

◆ボランティア連絡協議会への協力支援 

   ボランティア連絡協議会助成    ８４０，０００円 

   ボランティア活動交付金       ２５，０００円×１８団体 

   ボランティア事業助成金       ２０，０００円×８事業 

◆ボランティアグループへの協力支援 

◆新しいボランティアグループの組織化の検討 

   新規ボランティアグループ登録 ３団体 

 

（６）活動基盤整備事業 

◆ボランティア保険の取り扱いおよび利用促進 

   ボランティア活動保険加入者数       ６１０人 

   ボランティア行事用保険   １５９件 ４，１４６人 

◆各種助成制度の利用促進 

   ボランティアセンター登録団体の各助成金制度利用  ２件 

 

【まとめ】 

○ けやきフェスタは新型コロナウイルスの影響により、今年度も開催できなかっ

た。YouTube チャンネルでは、現在２１本の動画を配信しているが関係団体から

の投稿も減っているため、新たな啓発方法について協議が必要である。 

○ 福祉協力校事業は、今年度は複数依頼を受けた。福祉協力校に事業助成を行い、

各校で福祉教育の取り組みが行われた。各依頼に合わせてボランティアグループ

の協力を得るなど、福祉教育の幅も広がった。 

○ ボランティア養成講座は、今年度点訳講座を開講し、ボランティア加入につな

がった。 

○ ボランティア団体およびボランティア活動者について、新規で団体を立ち上げ

ようとする団体の相談に応じた。 

○ 活動の増加に伴い、昨年度よりボランティア行事保険加入件数・人数が増えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

会
計
区
分 

事業区分 社会福祉事業  管理№ 1-1-3 

拠点区分 補助金事業  決算書 74頁 

サービス区分 ふれあいのまちづくり事業    

【事業報告】 

（１）地域福祉活動推進事業 重 

◆町地域福祉活動計画・町社会福祉協議会発展強化計画の進捗管理 

   菰野町地域福祉活動計画推進委員会 １回  

    

（２）小地域福祉ネットワーク事業 重 

◆小学校区単位の小地域活動実践 

   生活支援体制整備事業（管理№2-1-12）に記載 

   竹永地区福祉会たすけあい♥竹永の活動支援 

    役員会 １回 参加者   １０人  

理事会 ２回 参加者 延べ２８人 

  ◆鵜川原地区福祉会活動の実施 新 

   鵜川原地区福祉会ふれあい鵜川原の活動支援 

    検討会 ５回 参加者     延べ７５人  

鵜の里茶の間 ５回 参加者 延べ１４６人 

◆地区福祉懇談会の開催 

    菰野西地区     １回 参加者   ２３人 

菰野東地区     １回 参加者   １８人 

鵜川原地区     １回 参加者   １７人 

竹永地区      １回 参加者   １０人 

朝上地区      １回 参加者   ３３人 

千種地区      １回 参加者   ２６人 

◆小地域ふれあいネットワーク事業の推進 募 

①ふれあい弁当事業の実施（センター方式、地区別方式） 

センター給食            ２，４４９食 

ボランティア            延べ２１９人（配達は民生委員) 

各地区のふれあい弁当 菰野地区    ６２２食 

鵜川原地区   ２９３食 

竹永地区    １２３食 

朝上地区    ６２６食 

千種地区    ３４１食 

ボランティア         延べ７７４人 

給食会議          ０回   

②ふれあいネットワークの集いの開催  

新型コロナウイルスの影響により中止。 

③介護者の集い    

新型コロナウイルスの影響により中止。 



 

◆日常生活再生支援事業の実施 

     ケースの相談がなく、事業実施はなかった。 

 

（３）地域福祉活動モデル事業 

  ◆調査研究 

     令和３年度に住民意識調査を前倒し実施したため、令和 4年度は実施 

    なし 

◆先駆的・開拓的サービスの開発 

住民参加型在宅福祉サービスグループへの支援 

・いいね！大羽根地域まごころサポートサービス 

利用会員 １６人  提供会員 ２２人 賛助会員 １７人 

年間活動時間    ５８８時間（前年比２４．５時間増） 

定例会       毎月第１水曜日 ９回開催 

     ・くらしサポートこもの愛の手 

利用会員 １６人  提供会員 １５人  

年間活動時間    １５１．５時間 

定例会       毎月第２木曜日 １０回開催 

・たすけあい♥竹永 

利用会員  ７人  提供会員 ２３人 賛助会員 ３人 

年間活動時間    ２８３時間（前年比３０．５時間増） 

定例会       毎月第２月曜日 １２回開催  

     ・朝上ささえ愛 

      利用会員 ２１人  提供会員 ３５人 賛助会員 ３人 

   賛助団体      １団体 

年間活動時間    ３４８時間（前年比２４０時間増） 

定例会       １２回開催     

・地域サポーターの会ちくさ 

利用会員 ３３人  提供会員 １８人 賛助会員 １２人   

賛助団体      ２団体 

年間活動時間    ７５４時間（前年比２２５．５時間増） 

定例会       毎月第２火曜日 １２回開催  

  ◆住民参加型在宅福祉サービスグループへの支援 新 募 

各グループへ助成金 ３０，０００円×５グループ 

◆地域助け合い活動推進助成事業の実施 

   いいね！大羽根       助成金 ２３，０００円 

     くらしサポートこもの愛の手 助成金 １５，０００円 

たすけあい♥竹永      助成金 １７，０００円 

朝上ささえ愛        助成金 ３１，０００円 

地域サポーターの会ちくさ  助成金 １６，０００円 

 

 



 

（４）地域福祉活動支援事業および推進事業 

◆青年学級（勤労軽度知的障がい者の集い）の開催と充実  

   ４回開催 参加者 延べ  ２１人 

◆在宅重度障がい者｢生活交流会｣の開催と充実 

   ６回開催 参加者 延べ １１人 

◆安心安全対策事業の実施 

   実施なし。 

◆小地域ふれあいサロンの開発運営および自立支援 

サテライトデイサービス事業（管理№2-1-6）に記載 

◆福祉車両貸出事業の実施 募 

     貸出件数    ２９３件 

◆福祉機器貸出事業の実施 募 

   車いす              １３０件 

   ポータブルトイレ          ３７件 

   シャワーチェア・浴槽台・浴槽手すり ２４件 

   床置き型手すり           ２０件 

杖・松葉杖             １３件 

歩行器・歩行車           １２件 

スロープ               ２件 

◆障がい児サマースクールの協力 

     障がい児（者）を持つ親の会「めぐみの会」が令和３年３月で解散し 

    事業が実施されなかった。 

 

（５）ふれあい相談センター事業 

◆ふれあい相談センターの運営 

①一般相談 心配ごと相談  ４８日  ３９件（面接３４件、電話５件） 

一般何でも相談 ２４日  １６件（面接１５件、電話１件） 

②専門相談 法律相談    １２日  ９２件 

人権相談※   ４８日（心配ごと相談に含む） 

行政相談※   １２日（心配ごと相談に含む） 

※役場総務課主管 

 ③職員による相談対応         ３１件（面接１件、電話３０件） 

 

【まとめ】 

○ 鵜川原地区福祉会ふれあい鵜川原の活動支援を行った。ふれあい鵜川原の取り

組みとして、住民の横のつながりをつくるために、鵜の里茶の間という集いの場

づくりを行った。 

○ くらしサポートこもの愛の手（住民参加型在宅福祉サービスグループ）が７月

から活動をスタートさせた。 



 

○ 地区福祉懇談会の開催については、来年度の地域福祉活動計画の作成に向けて

各地区の意見の聞き取りを行った。 

○ ふれあい弁当サービス（地区別方式）は、新型コロナウイルスの影響により業

者の弁当を配達していたが、令和４年４月から竹永地区を除くすべての地区で、

１１月からは全地区において、ボランティアによる調理が再開した。調理が再開

になったことに伴い、活動するメンバーが少ないことが前年度よりも浮き彫りに

なった。 

センター給食サービス（センター方式）では、４月前半のみ業者の弁当を配達

したが、４月後半以降はボランティアが調理をした弁当を配達することができ

た。 

利用者には、手作りの弁当が届くという楽しみがあり、地域での見守りや孤独

死の防止や早期発見の役割を担っている。 

令和４年度は、配達時に利用者が倒れているなどの緊急対応はなかった。 

○ 住民参加型在宅福祉サービスグループの活動は、昨年度に比べて活動時間数が

増加している。また、各グループが地域助け合い活動推進助成事業の助成金を活

用して、感染予防のための消耗品を購入するなど、活動の充実を図った。 

○ ふれあい相談センター業務は、新型コロナウイルス感染症対策により、曜日に

よっては相談員を減らして対応した。 

○ 青年学級は、生活交流会と合同で４回開催した。３月にはバスを利用して、県

外へお出かけするなど感染症対策をしながら行事を実施した。 

○ 生活交流会は、利用会員が減少し、行事参加者が少ない状況が続いている。今

年度も引き続き青年学級と合同で行事を開催。今後も支援ボランティアの協力を

得ながら行事を企画していきたい。 

○ 福祉車両貸出は、貸出数は前年度より大きな変化はなかったが、新しい車両は

大きな車いすにも対応でき、このタイプの貸出が多かった。 

○ 福祉機器貸出は、今年度も歩行車やスロープなど新しく整備したものが数点あ

り、幅広い需要に応えられるようになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

会
計
区
分 

事業区分 社会福祉事業  管理№ 1-1-4 

拠点区分 補助金事業  決算書 74頁 

サービス区分 福祉資金貸付事業    

【事業報告】 

（１）生活困窮者支援事業 

◆町社会福祉協議会福祉資金の貸付、償還指導 

   貸付決定件数 ０件 

   貸付決定額  ０件 

◆三重県社会福祉協議会生活福祉資金の貸付取り扱い、償還指導 

     貸付相談件数      延べ９８件 

   貸付決定件数        ２１件 

   貸付決定額               ５，４６１，０００円 

   ＜内訳＞特例緊急小口資金   １２件  ２，４００，０００円 

       特例総合支援資金    ３件  １，８００，０００円 

       緊急小口資金      ３件    ２２０，０００円 

       臨時特例        ０件          ０円 

       福祉費         ０件          ０円 

       教育支援資金      ２件  １，０４１，０００円 

◆三重県社会福祉協議会生活相談支援センターへの協力 

  生活困窮に関する相談があった際、センターと情報共有しながら、窓口 

相談や自宅訪問など自立に向けた支援を行った。 

◆家計相談事業の実施 

  相談件数  ０件 

◆相談窓口への仲介 

  相談内容に応じて各種相談窓口への仲介を行った。 

◆コープみえと協定を結び、食料品や日常用品を生活困窮者に配布 

  他制度につながるまでの緊急時の食糧支援として生活困窮者に配布して

いる。 

 

【まとめ】 

○ 新型コロナ特例貸付が令和４年９月３０日で終了となり、貸付決定件数および

相談件数は大幅に減少した。令和５年１月から新型コロナ特例貸付の償還が開始

しているが、今でも生活が苦しいため、償還猶予や免除の相談が増えてきている。

なかには収入減少や不安定就労の状況が続いており、物価高騰の影響も受けて生

活が苦しい方が相談に来られる場合もある。償還が困難な方へは償還猶予や免

除、少額返済を提案し、個々の状況に配慮した対応に努めるとともに、生活再建

に向けて関係機関と連携して支援に取り組んだ。 

○ 食料に困っている方や世帯に対し、生活協同組合コープみえ等からの寄贈食料

品を提供し、食事の確保の一助になっている。福祉資金の相談から食料品の提供



 

につながるケースもあり、金銭による支援だけでなく現物による支援を行うこと

で生活の安定を図っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

会
計
区
分 

事業区分 社会福祉事業  管理№ 1-1-5 

拠点区分 補助金事業  決算書 74頁 

サービス区分 共同募金事業    

【事業報告】 

（１）共同募金事業 

◆共同募金委員会の開催 

   １回開催 

◆共同募金運動の実施 

   目標額 ５，８９０，５００円 

   実績額 ６，２３４，９６１円（達成率１０５．６％） 

＜内訳＞戸別募金        ５，６５３，８００円 

      学校募金           ４８，７１７円 

      職域募金          ３１５，０１１円 

      法人募金           ８７，３００円 

      個人募金          １２７，５２１円 

      その他（ＵＭＯＵ募金、利息）  ２，６１２円 

◆歳末助け合い運動の実施 募 

   目標額 ２５０，０００円 

   実績額 ２５０，０００円（達成率１００％） 

   ・一人暮らし高齢者への歳末もち配布事業 

    昨年度同様、新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点から、慰問品

であるのし餅を町内の和菓子店に発注し、菰野町民生委員児童委員協議

会の協力により、７０歳以上の一人暮らし高齢者５０６人に配布した。 

   

【まとめ】 

○ 区長会の協力により、戸別募金では従来どおり住民からの協力を得られたこ

と、町内の福祉協力校７校で児童や生徒に学校募金に取り組んでいただいたこ

と、職域募金や個人募金に力を入れ、「ガチャガチャ募金」を設置するなど、新た

な募金方法を取り入れたことによって、募金実績額が目標額を大きく上回る結果

となった。 

新型コロナウイルス感染症の影響で実施できない事業がある中、今までの配分

事業を見直した。住民から理解を得ることができ、より多くの方に還元できる使

いみちを考え、地域福祉の推進に有効な事業を配分事業として申請している。 

 

 

 

 

 

  



 

会
計
区
分 

事業区分 社会福祉事業  管理№ 1-1-6 

拠点区分 補助金事業  予算書 74頁 

サービス区分 三泗鈴亀ブロック災害時広域連携事業    

【事業報告】 

（１）三泗鈴亀ブロック災害時広域連携事業 

◆三泗鈴亀ブロック内での初動時広域連携の研修、検討 

 担当者会議（５回）内１回オンライン 

 三泗鈴亀ブロックシナリオの作成、訓練の実施 

 

【まとめ】 

○ 令和４年度の三重県社会福祉協議会災害時広域連携協議会の三泗鈴亀ブロッ

ク幹事は川越町が担当。 

  令和４年度は、災害時の社会福祉協議会の応援体制を円滑に構築できるよう、

発災時の各市町の動き、各ブロック間の連絡体制を具体的に考え、初動訓練シナ

リオを作成し、実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

会
計
区
分 

事業区分 社会福祉事業  管理№ 1-2-1 

拠点区分 受託事業  決算書 88頁 

サービス区分 日常生活自立支援事業    

【事業報告】 

（１）日常生活自立支援事業 三重県社会福祉協議会から受託 重 

◆市町社会福祉協議会センター業務 

   利用者数 ３８名（令和５年３月末時点） 

   援助回数     延べ９７８回 

    ＜内訳＞生活支援員 ６８４回 

        専門員   ２９４回 

   生活支援員 ７名（令和５年３月末時点） 

   主な支援内容 

    定期的な面会、預貯金の払い戻し・預入、生活費の代行支払 

    書類等預かり 

◆福祉サービス利用援助事業 

 

【まとめ】 

○ 独居で身寄りのない利用者が多いが、入院、入所、死亡等で突発的に必要にな

る業務も、当事業で対応することで安心につながっている。 

○ 新型コロナウイルスによる面会制限は徐々に解除されているものの、必要に応

じて施設相談員から様子を聞き取る等の協力を仰ぎ、支援の継続をしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

会
計
区
分 

事業区分 社会福祉事業  管理№ 1-2-2 

拠点区分 受託事業  決算書 88頁 

サービス区分 老人福祉センター事業    

【事業報告】 

（１）菰野町老人福祉センター 町から受託 

◆老人福祉センター事業の実施 

開館日数                ２９４日 

新型コロナウイルスワクチン接種による休止 ７日 

大雪による不具合、節水要請による休止   ３日 

一般入浴利用者数   延べ４０，１４５人（一日平均１３７人） 

歩行浴利用者数    延べ ５，６９２人（一日平均 １９人） 

けやき講座      延べ１２０回  延べ８６０人 

（伊勢型紙、陶芸、ステンシル、俳句） 

水中歩行教室（初心者向け、未登録者向け） 中止 

水中歩行相談会 中止 

音楽室  利用中止 

◆温泉スタンドの運営協力、コイン販売 

温泉スタンド無料開放（令和５年３月３１日にて無料開放終了） 

 

【まとめ】 

○ 昨年度から引き続き、一般浴・歩行浴は地区別での利用（月・水・金は菰野地

区、火・木・土は鵜川原・竹永・朝上・千種地区）とし、教養娯楽室や図書室等

の利用は休止とした。けやき講座については、受講定員を縮小して４講座を５月

から開講した。 

○ 今年度についても、施設や設備の老朽化による故障や不具合が多く発生し、そ

れらの対応に追われた。 

○ 日頃から一般浴や歩行浴の利用者の心身の状態に目を向けるようにしており、

変化が見られた時には、地域包括支援センターなどの相談機関につなげている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

会
計
区
分 

事業区分 社会福祉事業  管理№ 1-3-1 

拠点区分 自主事業  決算書 96頁 

サービス区分 介護保険事務    

【事業報告】 

◆介護保険等の給付管理業務 

 

【まとめ】 

○ 滞りなく給付管理業務及び利用料徴収業務を行うことができた。 

  請求業務を中心的に行う職員が体調不良等で不在になったことで、その他の職

員が請求業務を担えるようになった。 

○ 長年にわたり徴収できなかった利用料について、全額徴収することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

会
計
区
分 

事業区分 社会福祉事業  管理№ 1-3-2 

拠点区分 自主事業  決算書 96頁 

サービス区分 訪問介護事業    

【事業報告】 

（１）菰野町ホームヘルパーステーションけやき 

◆訪問介護事業（介護保険・総合事業）の実施 

◎訪問介護 

稼働時間    ８，８５５時間 

身体介護 ６，５６０時間 

身体生活 １，５１３時間 

生活援助   ７８２時間 

契約者数  新規契約 ４８人 

契約終了 ４６人 

内訳 長期入院入所     １５人 

         終末期（６か月未満） １６人 

         他サービスに移行   １３人 

         その他         ２人 

３月末契約者数 ５８人 

◎第一号訪問事業（総合事業） 

稼働時間             ７６０時間 

月単価  訪問型独自サービスⅠ  ２５時間 

     訪問型独自サービスⅡ  ７２時間 

訪問型独自サービスⅢ   ０時間 

回数単価 訪問型独自サービス短時間 なし 

訪問型独自サービスⅣ  ３１時間（菰４・四２７） 

訪問型独自サービスⅤ ４０９時間（菰３０８・四１０１） 

訪問型独自サービスⅥ １２１時間（菰９８・四２３） 

契約者数 新規契約        ７人（菰６・四１） 

契約終了        ５人（菰４・四１） 

内訳 長期入院入所   ２人 

死亡       ０人 

他サービスに移行 ０人 

その他      ３人 

３月末契約者数     １０人（菰７・四３） 

 

【まとめ】 

○ 前年度から契約者数・終了者数はほぼ横ばいで、稼働時間の若干の増加がみら

れた。 

○ 訪問介護の特性上、急な依頼や内容・時間の変更が多く、臨機応変な対応や必



 

要性を見極めるなどの専門的な判断をしながら対応している。また、登録ヘル

パーからの多岐にわたる報告を処理する必要があることから、事務処理に時間が

かかっている。 

○ 居宅介護支援事業所から頻回な訪問が必要なケースの依頼が多く、職員数の多

さや休日早朝夜間の対応など事業所の特性が評価されているが、現在の職員数で

は対応しきれず、受け入れが難しくなっていることもある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

会
計
区
分 

事業区分 社会福祉事業  管理№ 1-3-3 

拠点区分 自主事業  決算書 96頁 

サービス区分 通所介護事業    

【事業報告】 

（１）菰野町デイサービスセンターけやき 

◆通所介護事業（介護保険・総合事業）の実施 

開所日 ３０３日 

契約者数 ７３人（令和５年３月末時点） 

新規   ２６人 

終了   １８人 

利用者数延べ  ６，８５０人 

内訳 介護   ５，１７０人 

総合事業 １，６８０人 

◆日中一時支援事業（障害福祉サービス）の実施 

利用日数    １０２日 

契約者       ４人 

利用者数延べ  １４６人 

 

【まとめ】 

○ 利用者に一日笑顔で過ごしていただくため、職員一人ひとりが創意工夫を凝ら

したレクリエーションを実施した。 

○ コロナ禍でも利用者が安心安全にデイサービスを利用できるよう、感染対策を

徹底していたが、年末に利用者、職員が新型コロナウイルスに感染し、閉所を余

儀なくされた。しかし、その後は感染者も出ず、通常どおりにサービスを提供で

きた。 

○ サービス運営については、年度後半は職員が減少し、新規利用者の受け入れが

困難な状況であった。しかし、利用回数の増加を希望する利用者については、送

迎の見直しを行うなど、利用者の希望どおりに利用回数を増やすなど調整を行っ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

会
計
区
分 

事業区分 社会福祉事業  管理№ 1-3-4 

拠点区分 自主事業  決算書 96頁 

サービス区分 居宅介護障害事業    

【事業報告】 

（１）菰野町ホームヘルパーステーションけやき 

◆居宅介護事業（障害福祉サービス）の実施 

稼働時間     ５，７８０時間 

身体介護  ５，２０３時間 

通院介助    １０６時間 

家事援助    ４７１時間 

回数 身体介護   ６，６２８回 

      通院介助      ６０回 

      家事援助     ８３５回 

新規契約          ６人 

契約終了          １人 

内訳 入院入所     ０人 

        死亡       ０人 

        他サービスへ移行 １人 

年度利用者数       ３４人 

内訳 身体障害者   １３人 

知的障害者   １０人 

障害児      ２人 

精神障害者    ９人 

◆同行援護事業（障害福祉サービス）の実施 

稼働時間 ３５４．５時間 回数２５６回 

        新規       ０人  

終了       ０人 

年度利用者数      ２人 

◆移動支援事業（障害福祉サービス）の実施  

稼働時間       ３９３時間 

回数          １６６回 

年度利用者数       １０人 

 

【まとめ】 

○ 居宅介護は、新規ケースが若干増えたが時間数の大きな変動はない。 

○ 同行援護は、買い物等の定期利用が定着、安定している。 

○ 移動支援は前年度同様、コロナ禍の外出自粛が影響し、下げ止まっている。 

来年度において、休日・早朝帯に稼働可能な登録ヘルパーの数人の離職があり、

現在訪問している時間帯も他事業所に一部移行中であるため、来年度は時間数の



 

減少となると考えられる。移動支援などの長時間外出利用が再開すると、通常の

訪問業務に支障がでると考えられ、移動支援の利用に際して、時間数制限を設け

るなどし、再開へ向けつなげていくことも必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

会
計
区
分 

事業区分 社会福祉事業  管理№ 1-3-5 

拠点区分 自主事業  決算書 96頁 

サービス区分 相談支援事業    

【事業報告】 

（１）菰野町障がい者虐待防止センター業務 町から受託 

◆障がい者虐待防止センターの運営 

通報件数        ２件  

＜内訳＞身体的虐待  １件  

心理的虐待  １件 

経済的虐待  ０件 

 

（２）菰野町居宅介護支援事業所けやき 

◆計画相談支援事業（障害福祉サービス）の実施 

   給付対象者数    １７３件（令和５年３月末時点） 

    ＜内訳＞障がい者 １４３件 

        障がい児  ３０件 

   給付管理数   延べ７３３件 

◆障害支援区分認定調査（障害福祉サービス）の実施 町から受託 

     認定調査数      ５５件 

      ＜内訳＞町内    ５３件 

          町外     ２件 

 

【まとめ】 

○ 障がい者虐待防止センターの運営については、行政、障がい者相談支援セン

ターや相談支援事業所などと連携して虐待の早期発見・解決を図っている。 

○ 施設職員による利用者への注意の言葉がけについて、心理的虐待ではないかと

の通報が入った。 

○ 特に知的障がい児の利用者が増えているが、相談支援専門員２人体制で１７０

人程度の利用者を担当しているため、行政などから新規利用者の依頼があっても

すぐに対応できずに待ってもらう状況がある。また利用削除になっても、再び相

談があり、計画相談が再開する利用者も複数名あった。記録の簡素化など業務の

効率化に努め、新規利用者をなるべくスムーズに受け入れられるようにしたい。 

○ 相談支援部会の出席や研修機会を増やすことで職員のスキルアップを図り、多

種障がいの対応ができることを目指した。 

○ 町内ではサービス事業所が少ない為、事業所開所の情報があれば利用者に情報

提供し、障害者総合支援法以外の社会資源の紹介も行った。 

 

 

  



 

会
計
区
分 

事業区分 社会福祉事業  管理№ 1-4-1 

拠点区分 わかば作業所  決算書 111頁 

サービス区分 就労支援事業    

【事業報告】 

（１）菰野町わかば作業所 

◆就労継続支援Ｂ型事業（障害福祉サービス）の実施 

   開所日数        ２４４日 

   利用者数         ３０人（令和５年３月末時点） 

     新規登録者       ４人 

     削除者         １人 

   利用人数（延べ）  ５，０３６人 

   利用者平均工賃  ２１，９９７円／月 

   ボランティア数（延べ） ２１８人 

◆日中一時支援事業（障害福祉サービス）の実施  

   利用日数          ２日 

   契約者数          １人（令和５年３月末時点） 

   利用者数（延べ）      ２人 

 

【まとめ】 

○ 多様な障がい種別の利用者を受け入れているため、それぞれに応じた柔軟な支

援を行っている。 

○ 内職作業は、新型コロナウイルス感染症や世界情勢の影響により企業からの受

注数の変動があった。そのため、作業過少になることもあった。 

○ 新規事業として、行政の請負作業が１件入り、利用者の作業機会と工賃収入に

つながった。 

○ 前年度以上に事業所内での新型コロナウイルス感染者および濃厚接触者が発

生し、職員体制で業務負担が増大することがあった。事業所内でのクラスター発

生はなく、事業所閉所はなかった。 

○ 日中一時支援は、今年度は１人の利用があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

会
計
区
分 

事業区分 社会福祉事業  管理№ 1-4-2 

拠点区分 わかば作業所  決算書 111頁 

サービス区分 生活介護事業    

【事業報告】 

（１）菰野町わかば作業所 

◆生活介護事業（障害福祉サービス）の実施 

開所日数       ２４３日 

利用登録者数      １４人（令和５年３月末時点） 

新規    １人 

削除    ０人 

利用人数   延べ２，４６１人 

利用者平均工賃  ７，２２３円／月 

ボランティア数   延べ３８人 

 

【まとめ】 

○ 昨年度に引き続き新型コロナウイルスの影響により、事業が中止または縮小と

なり、なかなか計画どおりに事業を実施することはできなかった。しかし、前年

度の実績を踏まえ、計画を一部変更し、規模を縮小した少人数での行事や、外食

体験ではテイクアウトを導入するなどの新しい生活様式を取り入れて事業を実

施することができるようになった。 

○ 昨年の１２月で閉所した施設から１人がわかば作業所の生活介護を利用する

こととなり、１１月から利用登録者が１人増となった。 

○ 事業所内での新型コロナウイルス感染者の発生もあったが、日頃から検温・消

毒など衛生管理を徹底することで新型コロナウイルス感染およびクラスター予防

ができ、事業所への影響は最小限度に留めることができた。一方で、感染対策に

かかる職員の業務負担が多くなった。 

○ 特別支援学校との関係性を実習受け入れおよび卒業後の利用につながるよう、

日頃から関係機関との連携を密にすることで利用者増につなげていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

会
計
区
分 

事業区分 社会福祉事業  管理№ 1-4-3 

拠点区分 わかば作業所  決算書 111頁 

サービス区分 精神デイケア事業    

【事業報告】 

（１）菰野町在宅精神障害者支援事業 町から受託 

◆フリースペース事業の実施 

   開所日数         ５０日 

    利用者数         ９人（令和５年３月末時点） 

    新規           ２人 

    削除           ０人 

    利用人数     延べ２１９人 

    ボランティア数  延べ２１４人 

    見学、実習受け入れ  延べ６人 

    相談件数         ６件 

 

【まとめ】 

○ 今年度は新型コロナウイルスの影響を受けず、昨年度よりも多くの日数を開所

することができた。 

○ 今年度は新規２人の利用が増えた。うち１人は精神科病院からの相談で、退院

後の地域移行支援を担うことができた。 

○ フリースペース事業の運営に協力してもらっているボランティアが減り、今後

の運営について難しくなることが想定される。そのため、他の障がい者支援をし

ているボランティアにも協力を依頼し、ボランティアの拡充を図っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

会
計
区
分 

事業区分 公益事業  管理№ 2-1-1 

拠点区分 受託事業  決算書 125頁 

サービス区分 社会福祉大会事業    

【事業報告】 

（１）社会福祉関係者等の顕彰 

◆菰野町社会福祉大会の開催 町から受託 

   令和４年９月３日（土） 菰野町民センター 

   被表彰者 ５２人 

 

◆叙勲、全国社会福祉大会、三重県社会福祉大会等の顕彰推薦 

 ○三重県社会福祉大会 

   令和４年１１月１日（火） 三重県総合文化センター  

三重県共同募金会会長表彰 共同募金運動奉仕功労者 １人 

 

【まとめ】 

○ 新型コロナウイルス感染拡大の影響で２年間開催を中止していたが、３年ぶり

に規模を縮小して式典（顕彰）のみ行うことができた。 

○ 心身障がい者自立更生、ひとり親家庭自立更生の顕彰については、時代に即し

た表彰要綱の見直しが必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

会
計
区
分 

事業区分 公益事業  管理№ 2-1-2 

拠点区分 受託事業  決算書 125頁 

サービス区分 受託ヘルパー事業    

【事業報告】 

（１）在宅高齢者生活援助員派遣事業 町から受託 

◆ふれあい訪問事業の実施（令和５年３月末時点） 

福祉票総数           ７８８世帯 

   ＜内訳＞一人暮らし世帯     ５５５世帯 

       高齢者世帯       １０３世帯 

       高齢者のいる世帯      ７８世帯 

       障がい者世帯        ５０世帯 

       その他             ２世帯 

訪問回数           ７，７８５回 

   ＜内訳＞一人暮らし世帯   ６，９６０回 

       高齢者世帯         ６５４回 

       高齢者のいる世帯      １２０回 

       障がい者世帯          ４５回 

       その他               ６回 

相談件数 

   ＜内訳＞対象者からの相談     １５件 

       行政機関等との相談    ３２０件 

       民生委員との相談     ９７１件 

       家族近隣等との相談     １６件 

緊急対応等           ２件 

       医療等関係機関との相談  ２０９件 

◆ふれあいホームヘルプサービス派遣事業（福祉ヘルプ）の実施 

   利用者なし 

 

【まとめ】 

○ 福祉票提出世帯の見守りについて、原則として一人暮らし世帯は月に一度、高

齢者世帯は２か月に一度、高齢者のいる世帯は３か月に一度、それ以外の世帯は

適宜訪問した。それにより安否確認や日常生活の相談を行い、必要に応じ医療機

関や家族への支援要請などの対応を行った。 

○ 新型コロナウイルス感染予防対策のために、マスク着用の徹底、手指消毒、滞

在時間などに留意して訪問を行った結果、担当職員の感染や濃厚接触者に該当す

る事はなかった。 

○ 訪問対象者から受けた相談は、必要に応じて地域包括支援センターや生活支援

コーディネーター、民生委員と連携して解決にあたった。家族とも連携を図るこ

とで生活課題の早期発見と早期対応につなげることができた。 



 

○ 民生委員児童委員協議会の定例会に参加し、本事業の説明をすることで、民生

委員の理解を促す事ができた。それにより、福祉票対象者の見守りにおいて、連

携を取りながら行うことができた。 

○ 訪問時に、認知症やフレイル予防のために必要な情報を提供し、みんなの運動

サロンなどの介護予防事業への参加などを促した。 

○ 行政や医療機関からの情報提供で、ふれあい訪問が開始するケースも少なくな

いため、今後も適宜情報共有を行い、緊密に相談できる関係性を強めるよう努め

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

会
計
区
分 

事業区分 公益事業  管理№ 2-1-3 

拠点区分 受託事業  決算書 125頁 

サービス区分 地域包括支援センター事業    

【事業報告】 

（１）菰野町地域包括支援センター 町から受託 重 

◆地域包括支援センターの運営 

①総合相談支援業務の実施 

相談および支援の相談件数 １４，０００件 

＜内訳＞予防給付     ８，９３１件 

ハイリスク       ８９件 

総合相談     ４，０２９件 

介護用品        ８６件 

住宅改修       １３８件 

虐待ケース       ２１件 

権利擁護        ５６件 

消費者問題        ７件 

困難ケース        ６件 

病院         ５７６件 

障がい相談       ６１件 

②権利擁護相談支援業務の実施 

高齢者虐待通報人数         １人 

虐待ケース相談          ２１件 

権利擁護相談           ５６件 

消費者問題相談           ７件 

③包括的・継続的ケアマネジメント支援業務の実施 

ケース検討会議           ５回  延べ５１人 

町内ケアマネ研修会         ０回   

④介護予防ケアマネジメント業務の実施 

介護予防給付等の給付管理数      延べ３，９４２件 

⑤その他 

介護サービス担当者会議       ６回（リモート） 

医療・介護ネットワーク会議     ４回（リモート） 

医療・介護ネットワーク研修会    ３回（リモート） 

在宅医療講演会           ０回 

菰野町ＳＯＳネットワーク事業 

＜内訳＞登録者数        ２７人（令和５年３月３１日） 

捜索協力者数     ３３３人（令和５年３月３１日） 

認知症初期集中支援チーム 

＜内訳＞支援対象         ０人 



 

その他          ３人 

チーム員会議       ０回 

検討委員会        ０回 

認知症講座             ２回  延べ１８人 

けやきでお茶のみ会        １１回  

認知症家族の集い定例会       ０回   

傾聴ボランティア活動       ２０回  延べ４０人 

 

【まとめ】 

○ 新型コロナウイルス感染予防対策として、引き続き会議や研修はリモートで実

施した。参加者の業務、移動の効率化のメリットの一方で、発言を躊躇する傾向

も見られた。 

○ がんなど重篤な病気を抱えながらの在宅生活や、介護者が病気になり残された

重度の認知症の方のことなど、突発的で即解決を求められるケースについては、

複数の職員で対応に当たった。 

○ 相談件数については、全体の相談件数は前年度に比べ減少した。ただし、相談

内容の内、新規、ハイリスク、住宅改修、権利擁護、病院、障害に関する相談は

増加し、来所・電話・訪問による相談の内、来所による相談件数も前年度に比べ

増加している。「来所・新規・困難・単発」のケースが多かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

会
計
区
分 

事業区分 公益事業  管理№ 2-1-4 

拠点区分 受託事業  決算書 125頁 

サービス区分 配食サービス事業    

【事業報告】 

（１）ひとり暮らし老人等配食サービス事業 町から受託 

◆配食サービスの実施 

昼、夕食（月～土）の訪問給食サービスの実施 

実施日数       ３０８日 

利用者登録数      ４２人（令和５年３月末時点） 

（内、利用料減免対象者１５人） 

配食数     １３，０４０食 

＜内訳＞昼食  ４，８８３食（一日平均１６食） 

夕食  ８，１５７食（一日平均２６食） 

 

【まとめ】 

○ 前年度より配食数は減少している。新規利用者数は昨年度より増加したが、入

院や死亡により短期で終了するケースが多く、配食数の増加には至らなかった。 

○ 依然として服薬確認を依頼されることが多く、対応に時間がかかることが多

い。しかし、薬の飲み忘れを防ぐ支援をすることで、在宅生活の継続につながっ

ている。 

○ 配食サービスを利用することで、在宅生活が維持できる方もいるため、この事

業が継続できるよう配食数の確保が必要である。昼の配食はデイサービス等を利

用される方も多く、配食数を確保するのは難しい状況である。 

○ 新型コロナウイルスに罹患した利用者には、パックの弁当箱への変更や配達員

の感染症対策を行い対応した。 

○ １月の大雪の時は、他部署の職員の協力を得て滞りなく配達できた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

会
計
区
分 

事業区分 公益事業  管理№ 2-1-5 

拠点区分 受託事業  決算書 125頁 

サービス区分 サテライトデイサービス事業    

【事業報告】 

（１）サテライト型デイサービス事業 町から受託 重 

◆高齢者ふれあい・いきいきサロンの運営支援 

いきいきサロン実施  ３３箇所 ３０６回 

参加者   延べ３，９５７人 

地域の茶の間実施（毎週型のサロン） １箇所 １０３回 

参加者 延べ１，３０８人 

◆いきいきサロン交流会の開催 

   新型コロナウイルスの影響により中止 

 

【まとめ】 

○ いきいきサロンの運営については、それぞれのサロンにおいて参加者で内容を

考え、地域独自の活動ができるようになってきた。計画を立てる際、新型コロナ

ウイルス感染拡大防止に配慮した内容と参加がしやすいサロン計画を提案した。 

○ 新型コロナウイルス感染予防対策を取りながら、ほとんどのサロンが活動を再

開している。 

○ 参加者の高齢化による移動の困難さと開催日程の周知方法が課題となってい

る。 

○ 毎週開催のサロン地域の茶の間も新型コロナウイルスの感染拡大前のように

徐々に活動を再開させている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

会
計
区
分 

事業区分 公益事業  管理№ 2-1-6 

拠点区分 受託事業  決算書 125頁 

サービス区分 介護予防事業    

【事業報告】 

（１）介護予防教室事業 町から受託 

◆運動機能向上事業への協力 

はつらつ体力づくり教室 短期集中予防サービス（２コース） 

９４回 延べ ２６３人 

  ◆栄養改善事業への協力 

     町事業への職員協力はなかった。 

  ◆口腔機能向上事業への協力 

     町事業への職員協力はなかった。 

 

（２）一般介護予防教室への協力 

◇認知症予防事業 

   にこにこアップ教室（１コース）    ７回 延べ  ５７人 

にこにこアップ教室ＯＢ会（３か所） ２５回 延べ ２３２人 

◇フレイル予防教室（２コース）      １３回 延べ ２１１人 

◇転倒予防運動教室（５コース）      ８０回 延べ ５２４人 

 

【まとめ】 

○ コロナ禍も３年目となり、感染予防策を講じながら事業を継続することに注力

した。どの教室においても、換気や手指消毒、検温に対する戸惑いや抵抗はなく、

習慣化されている様子がうかがえた。 

○ 短期集中予防サービスにおいては、日常生活は自立しているものの、認知機能

に心配のある方や乗り合いタクシー乗降場所まで歩けないなどの理由により、送

迎が必要な方の利用希望が増えており、対応策の検討が必要である。 

○ 教室終了者においても活動性を維持するため、地域の活動の場（各種サロン）

や趣味活動などに参加することを目標にしているが、そこまでの運動機能の向上

は難しい、地域になじみにくい、半年の参加が常態化したことで変化を受け入れ

にくいなどの理由により、地域資源への移行は難しく、介護事業所による通所

サービス利用に移行する方もいる。運動指導内容の検討や個々の目標設定と同時

に地域資源開発（地域づくり）との連動が課題である。地域になじめない方にとっ

ての社会参加の場として、保健福祉センターけやきの一般浴や共用部分での交流

を短期集中予防サービス利用中に組み入れていくなど、より具体的で実践的な内

容を取り入れていく必要がある。 

○ 一般介護予防教室のうち、フレイル予防教室は、後期高齢者健診の結果から一

定条件のもと対象者を抽出し、個別通知による募集を行ったところ、これまでに

参加したことのない多くの方から申し込みがあった。今後も、活動性の低下によ



 

る廃用性症候群やフレイル予防についての普及啓発のために、様々な機会を利活

用し、参加者を募り、安心して参加できる教室の開催を開催していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

会
計
区
分 

事業区分 公益事業  管理№ 2-1-7 

拠点区分 受託事業  決算書 126頁 

サービス区分 いきいき拠点整備調査事業    

【事業報告】 

（１）多機能型高齢者いきいき拠点整備調査事業 町から受託 

◆介護予防機能強化型サロンの創設 

   菰野地区みんなの運動サロン  ２３回開催 参加者延べ１０４０人 

   鵜川原地区みんなの運動サロン ２１回開催 参加者延べ ４２４人 

   竹永地区みんなの運動サロン  ２２回開催 参加者延べ ４７１人 

   朝上地区みんなの運動サロン  ２２回開催 参加者延べ ４６０人 

   千種地区みんなの運動サロン  ２３回開催 参加者延べ ３５２人 

              計  １１１回      延べ２，７４７人 

◇動楽サロンの開催支援 

   動楽サロン（中菰野）     ２２回開催 参加者延べ ５６６人 

 

（２）介護予防支援員養成事業 町から受託 

◆お元気サポーター事業の実施 

   全１０回講座 参加者延べ９８人 

 

（３）認知症カフェ事業 

◆認知症カフェ事業の推進 

認知症カフェの開催 

Tomo Café         ８回 延べ 

コモニサイズ       ９回 延べ 

   つながりカフェ＠おじま １２回 延べ 

 ◆認知症カフェ事業への助成金交付 

   Tomo Café 助成金額    ２４，０００円  ８回 

   コモニサイズ助成金額   ２７，０００円  ９回 

   つながりカフェ＠おじま  ３６，０００円 １２回 

 

【まとめ】 

○ 多機能型高齢者いきいき拠点整備調査事業は、新型コロナウイルスの感染予防

につとめながら、各地区毎月２回程度開催することができた。参加者数も徐々に

コロナ禍前に戻りつつあり、新規参加者も各地区みられた。 

○ お元気サポーター養成講座は、受講者の健康づくりへの意識も高く、受講後は

各地区でお元気サポーターとしてみんなの運動サロンの運営協力を行っている。 

○ 認知症カフェ事業の主催者が安心してカフェを開催できるよう、感染予防に配

慮しながら開催のサポートを行った。 

 

  



 

会
計
区
分 

事業区分 公益事業  管理№ 2-1-8 

拠点区分 受託事業  決算書 126頁 

サービス区分 通訳養成研修事業    

【事業報告】 

（１）通訳者養成研修事業 町から受託 

◆手話通訳奉仕員養成研修事業の実施 

   入門編 ７．５時間 基礎 ４５時間       受講者数１０人 

◆要約筆記奉仕員養成研修事業の実施 

   現任研修 手書き講座４時間 パソコン講座４時間 受講者数１７人 

 

【まとめ】 

○ 手話奉仕員養成講座は、まん延防止等重点措置発出期間中は開講を中止したた

め入門編の修了は令和５年４月となり、引き続き基礎編を開講した。手話通訳者

となるためには３年間の手話学習期間が必要なため、来年度はスキルアップ講座

を開講し、手話通訳者養成講座に進む受講生をサポートしていく。また、手話学

習のすそのを広げるため、手話通訳奉仕員養成講座入門編を開講する。 

○ 要約筆記奉仕員養成研修は、奉仕員より事前に聞きたい内容を講師に伝え、日

頃の活動に活かせる研修となった。来年度は、菰野町で活動する要約筆記奉仕員

を増やすために、難聴者教室などを開催し、要約筆記奉仕員の啓発もあわせて

行っていきたいとの要望があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

会
計
区
分 

事業区分 公益事業  管理№ 2-1-9 

拠点区分 受託事業  決算書 126頁 

サービス区分 ファミリーサポートセンター事業    

【事業報告】 

（１）ファミリー・サポート・センター事業 町から受託 

◆ファミリー・サポート・センターの運営 

◇サポート会員講習会の開催（全５回）受講者数７人 延べ３５人 

◇依頼会員の募集 

赤ちゃん訪問、ブックスタート、各種健診、ひろば、子育てサロン、 

子育て支援センター（月１回土曜日開催）、広報紙等での周知。 

◇サポート会員と依頼会員のコーディネート 

会員数           ９０３人 

＜内訳＞依頼会員     ６３６人（土曜日登録数１８人） 

サポート会員   １８８人 

両方会員          ７９人   

活動件数        １，０６１回 

＜内訳＞保育施設の保育開始や保育終了後の預かり   ９０回 

保育施設等までの送迎          １９１回 

学童開始前や終了後の子どもの送迎・預かり ４９回 

学校の放課後の子どもの送迎・預かり   ２３８回 

保護者等の外出・リフレッシュ       ７１回 

保護者の短時間・臨時的就労の送迎・預かり １４回 

子どもの習い事等             ６０回 

障がいを持つ子どの送迎・預かり      ８７回 

その他                 ２６１回 

◇サポート会員フォローアップ研修開催 参加者数１４人 

◇サポート会員と依頼会員の交流会開催 参加者数６３人 

 

【まとめ】 

○ 利用回数は昨年度より１割減となったが１，０００件を超し、多様な依頼内容

を慎重にマッチングし活動につなげたことで、相互会員の信頼関係が深まるとと

もに地域で交流ができるケースが多かった。 

○ フォローアップ研修会や交流会は会員同士顔を合わせ、笑顔がこぼれる良い機

会となった。顔のみえる関係は大切で今後の活動にもつながると実感した。 

○ 月１回の土曜日の子育て支援センターでの相談・登録会には家族そろって参加

する方が多く、父親にもファミサポの事業を周知する機会が多くあった。また、

助産師の産後１か月の赤ちゃん訪問後の登録も多く、安心して利用できる仕組み

として高い評価を得ることができた。 

  



 

会
計
区
分 

事業区分 公益事業  管理№ 2-1-10 

拠点区分 受託事業  決算書 126頁 

サービス区分 子育て支援事業    

【事業報告】 

（１）子育て地域支援事業 町から受託 

◆子育て支援事業の実施 募 

◇子育てサロンの実施 

菰野地区  ２２回  延べ  ４０７人 

鵜川原地区 ２１回  延べ  ３１２人 

竹永地区  １９回  延べ  １２１人 

朝上地区  １９回  延べ  １２９人 

千種地区  ２２回  延べ  ４１０人 

計  １０３回  延べ１，３７９人 

親子６３３組 

◇子育て支援者およびグループの育成 

子育てキーパーソン養成講座の開催（全２回） 

受講生数１４人 延べ２８人 

◇子育て支援行事の実施  

①ベビーマッサージ（産後のリフレッシュ体操）の開催 

  ６回実施 参加者数 ５４組  

②親子で楽しむ人形劇（３回公演） １７７人 

◇子育て支援の啓発（子育て通信「こもっ子 mama」の発行） 

年４回（春・夏・秋・冬）全戸配布 

◆養育支援訪問事業 

訪問回数    ４４回 

訪問時間    ８５時間 

利用人数     ６人 

訪問スタッフ   ５人 

 

【まとめ】 

○ 子育てサロンの参加者は竹永、朝上地区が著しく少ないため、イベントは合同

開催し運営側の負担も軽減した。 

○ ３年ぶりに子育てキーパーソン養成講座を短縮スケジュールで実施し、子育て

サロンの運営スタッフを育成した。受講後、産後１年で仕事復帰する方が多くス

タッフ不足ではあったが、卒業したスタッフに協力を得て運営することができ

た。 

○ ベビーマッサージは父親の参加も多く、父親の交流の場となり情報交換できる

機会となった。 

○ 共同募金配分事業の親子で楽しむ人形劇は、コロナ対策と園児の参加も考慮し

３回公演したことで、ゆったりと親子で楽しめる時間を過ごせて好評であった。 

○ 養育支援事業は、新規利用者の訪問が短期間で終了するケースが多く、利用回



 

数は昨年度の半数となった。精神不安の利用者が多く寄り添って傾聴することで、

育児に前向きなり家庭環境の整備を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

会
計
区
分 

事業区分 公益事業  管理№ 2-1-11 

拠点区分 受託事業  決算書 126頁 

サービス区分 あいあい自動車運営事業    

【事業報告】 

（１）公共交通空白地有償運送事業 

◆あいあい自動車事業の実施 町から受託 

     大羽根園地区にて運行 

運行回数   １２回 

     走行距離 ４１．２ｋｍ 

     旅客実数    ８人 

 

【まとめ】 

○ 菰野町の地域公共交通会議において、実証実験の終了が決定され公共交通空白

地有償運送が廃止されることとなり、あいあい自動車運営事業は令和４年度を

もって終了となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

会
計
区
分 

事業区分 公益事業  管理№ 2-1-12 

拠点区分 受託事業  決算書 126頁 

サービス区分 生活支援体制整備事業    

【事業報告】 

（１）生活支援体制整備事業 

◆生活支援コーディネーターの配置 町から受託 重 

     各地区対応件数 

       菰野地区  延べ１７０件 

       鵜川原地区 延べ ６６件 

       竹永地区  延べ２６６件 

       朝上地区  延べ４０２件 

       千種地区  延べ ９３件 

福祉相談窓口（１３時３０分から１６時） 

       菰野地区  木・金曜日  ９３日 

鵜川原地区 火・金曜日  ９６日 

竹永地区  月・木曜日  ９０日 

朝上地区  火・水曜日  ９６日 

千種地区  月・水曜日  ８３日 

・住民の助け合い活動についての相談とサポート 

・地区民生委員児童委員協議会活動への対応 

・介護認定や在宅介護に関する相談等受付 

・介護認定非該当や精神疾患でサービス利用がない方へのサポート 

・生活支援ニーズの把握 

・地域ボランティアの活動サポート 

 

【まとめ】 

○ 各地区において助け合い活動が安心して実施できるよう、生活支援コーディ

ネーターがサポートを行った。 

○ 地域で活動するボランティア、民生委員児童委員や高齢者が身近に相談できる

よう各地区で週２回の福祉相談窓口を行った。 

○ 週２回の福祉相談窓口をコミュニティセンターにおくことで、地域の福祉相談

役である民生委員児童委員やボランティアからの地域情報がより集まりやすく

なっている。住民からの直接的な福祉相談というよりは、民生委員やボランティ

アを介しての福祉相談を行う場合が多い。地域のニーズや、高齢者の暮らしやす

さ・福祉のしくみを住民とともに考え構築していく。 

○ 各地区において、地域の見守りから生活支援につなぐというケースも多く、地

域全体で福祉的な困りごとを把握し、サポートしていく。 

 

 

  



 

会
計
区
分 

事業区分 公益事業  管理№ 2-2-1 

拠点区分 自主事業  決算書 144頁 

サービス区分 居宅介護支援事業    

【事業報告】 

（１）居宅介護支援事業所けやき 

◆居宅介護支援事業（介護保険）の実施 

   開所日数        ２４３日 

   給付管理数       １８７件（令和５年３月末時） 

    ＜内訳＞介護給付   １８７件 

        予防給付     ０件 

   給付管理延べ数   ２，４１３件 

    ＜内訳＞介護給付 ２，４１３件 

        予防給付     ０件 

   職員研修  ４５回 延べ１０６人 

   部内会議  ５１回 延べ４７３人 

◆要介護認定調査（介護保険）の実施 町から受託 

   認定調査数     ７４１件（在宅 ４５６件、施設 ２８５件） 

    ＜内訳＞菰野町  ７０１件（在宅 ４５５件、施設 ２４６件） 

        四日市市  １３件（在宅   ０件、施設  １３件） 

        川越町    ０件（在宅   ０件、施設   ０件） 

        朝日町    ２件（在宅   ０件、施設   ２件） 

        その他   ２５件（在宅   １件、施設  ２４件） 

 

【まとめ】 

○ １１月以降の入所、死亡、長期入院などによる削除者が例年より多く、年度末

時点での給付管理数が昨年度よりも減る結果となった。 

○ 新型コロナウイルス感染予防のため、モニタリングやサービス担当者会議など

の面会の機会を利用者、家族、サービス事業所と協議しながら、引き続き電話確

認やリモート開催も含め無理のない形で行った。 

○ ８０５０問題や協力者がおらず一人で介護する世帯など処遇困難な要素を抱

えた利用者が増えてきた。多職種との連携や部署内外との相談を行い、介護支援

専門員をサポートする体制が必要となってきている。 

○ 新型コロナウイルス感染予防対策が続いているが、法定研修ではリモートによ

る研修開催が増え、資格更新研修などが安心して受講できるようになっている。

必須である毎週の部内会議はリモートにより滞りなく行えた。ケース検討会議や

外部事業所との共同企画による勉強会などは参加人数や開催場所の配慮により

対面による開催も増えた。 

 

  



 

会
計
区
分 

事業区分 公益事業  管理№ 2-2-2 

拠点区分 自主事業  決算書 144頁 

サービス区分 訪問看護事業    

【事業報告】 

（１）訪問看護ステーションけやき 

◆訪問看護事業（介護保険、医療保険）の実施 

開設日数    ２５９日 

利用延べ人数   ４８人（医療保険２３人、介護保険２５人） 

     訪問回数  ２，２３９回 

（医療保険１，０９４回、介護保険１，１４５回） 

   

【まとめ】 

○ 延べ人数は前年度より若干減少したが、終了者数が３人と少なかったため訪問

回数は前年度を上回った。 

○ 訪問内容としては病状の観察以外に服薬管理やリハビリが多い。特に認知症の

利用者は看護師から説明される方が受け入れられることが多く、介護者の負担軽

減にもつながっている。 

○ 新型コロナウイルス感染症に罹患した利用者や濃厚接触者にあたる利用者へ

の訪問も数回あったが、看護師が罹患することなく業務を行うことができた。 

○ 職員のスキルアップについては研修への参加がほとんどできなかった。来年度

は訪問看護ステーション協議会へ入会し、研修に参加していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

会
計
区
分 

事業区分 公益事業  管理№ 2-2-3 

拠点区分 自主事業  決算書 144頁 

サービス区分 研修事業    

【事業報告】 

（１）職員の資質向上 重 

◆資格取得支援 

職員の有資格者数（令和５年３月末時点 職員１３５人中） 

＜内訳＞社会福祉士資格保持者       ２２人 

    介護福祉士資格保持者       ７０人 

    介護支援専門員資格保持者     ３６人 

    精神保健福祉士資格保持者      １人 

    保健師資格保持者          ２人 

    看護師資格保持者（准看護師含む） １３人 

    介護職員初任者研修等修了者    ８１人 

◆各種研修への参加促進 

三重県社会福祉協議会が実施する相談支援従事者研修等への参加。 

 

（２）福祉人材養成業務 重 

◆福祉人材育成の実施（各種研修・講座の開催と協力） 

・介護福祉士実務者研修の開催（ユマニテクキャリアアカデミーに協力） 

開催日数 ７日   延べ １２５人（他教室振替者含む） 

受講生 １８人  修了者  １８人 

 

【まとめ】 

○ 職員の資質向上について、専門的な知識や技術を持って援助にあたる専門職の

存在は、住民や関係機関から信頼を得る上で重要であり、資格取得や更新等を支

援する環境は、労働面、金銭面、設備面等、変わらず多方面で整えている。 

○ 福祉人材養成業務については、国家資格である介護福祉士の資格取得を目指す

ための介護福祉士実務者研修を学校法人に会場提供、講師や運営スタッフとして

協力する形で実施した。受講生は前年度より減少したが、町内外の多数の事業所

から受講があった。今後も介護人材不足が懸念されるが、高い知識と技術を持つ

専門職の育成は信頼にもつながることから、来年度も研修開催を協力して継続し

ていく。 

 

 

 

 

 

  



 

会
計
区
分 

事業区分 公益事業  管理№ 2-2-4 

拠点区分 自主事業  決算書 144頁 

サービス区分 しらゆり事業    

【事業報告】 

（１）喫茶しらゆり 

◆自動販売機の設置運営 

   自動販売機２台設置 

 

【まとめ】 

○ 令和元年度末で喫茶しらゆりの運営業者が撤退し、その後、新型コロナウイル

スの拡大により休業が続いている。社会活動も以前の状態に戻りつつあり、今後、

喫茶しらゆりの運営について、菰野町と協議する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

会
計
区
分 

事業区分 公益事業  管理№ 2-3-1 

拠点区分 ことぶき人材センター  決算書 153頁 

サービス区分 ことぶき人材センター事業    

【事業報告】 

（１）ことぶき人材センター 町から受託 

◆ことぶき人材センターの運営 

   会員登録の推進 

    会員数（令和 5 年 3 月末現在）  ９６人（男６３人、女３３人） 

   就労先の開拓 

    受注件数           ７９７件 

   会員への就労斡旋等 

    請負契約金額  ７２，４４４，５３５円 

    就業人員      延べ１０，０２９人 

 

【まとめ】 

○ 令和４年度の請負金額は、７２，４４４千円で対前年度比８，８８１千円とな

り、約１４パーセントの上昇となった。本年度より事務費の改定を実施したが、

その改定による増加分を除いても請負金額で約５，０００千円を超える増加とな

り、受注件数の増加とともに空き家、空き地管理の依頼で１件当たりの契約金額

の増加が顕著であった。 

○ 企業の定年延長の影響により新規会員の加入が少なく、年々、会員の高年齢化 

 が課題となる中、会員の余暇時間への対応、生きがいづくりを提供できるよう、 

 多種多様な就労機会の創出が重要であり、高齢者への加入促進および町内企業へ

新規受注に向けた周知啓発に努めた。 
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その他 

 管理№ 3-0-0 

拠点区分  決算書 - - - 

サービス区分    

【事業報告】 

（１）各事業における感染症対策の強化 重 

 

（２）事務業務の見直しと事務の効率化、職員の適正配置等 重 

 

（３）各種団体業務 

◆町民生委員児童委員協議会 

   全員協議会（開催２回）、役員会（5 回）、地区民生委員児童委員協議会

定例会・研修会、部会活動・研修会、センター給食配達、歳末助け合い

事業への協力・災害時安否確認訓練、県民生委員児童委員大会、県民生

委員児童委員ブロック別新任研修会、北勢５町民生委員児童委員協議会

会長・事務局会議（２回）、北勢５町民生委員児童委員協議会研修会、全

国民生委員児童委員大会（愛知県）、広報紙「わ」発行 

◆町老人クラブ連合会 

   令和４年度菰野町老人クラブ連合会会員数 ３，７９７人 

   菰野町老人クラブ連合会単位クラブ数    ３３クラブ 

   役員会（５回）会長会（４回）臨時三役会（２回）臨時役員会（１回） 

   広報紙発行２回 

   囲碁将棋大会 ２１人 

   グラウンドゴルフ大会 １２４人  

   友愛訪問 １７７人対象 

   各単位クラブ活動回数   延べ ５，６８０回 

   各単位クラブ活動参加者  延べ５５，００７人 

新型コロナウイルスの影響による中止事業 

    こものいきいきクラブのつどい、役員研修旅行、女性部クラブ活動

（コーラス、健康体操、手芸、グラウンドゴルフ） 

◆町心身障がい者福祉会 

   理事会（１０回）、特別理事会（１回） 

   障がい者の日記念のつどい、県外研修旅行、ボウリング大会 

広報紙発行 

◆町母子父子寡婦福祉会 

    総会、役員会開催（１１回）、全会員へ生活支援ギフト券贈呈、クリスマ

スケーキ贈呈、寡婦会員交流事業いちご狩り、お便り発行 

◆町ボランティア連絡協議会 

   役員会（６回）、代表者会（４回）、研修会（５回）、総会 

   所属             １９グループ 



 

   各グループ活動回数        ５５６回 

   参加者 延べ         ２，５４０人 

 

【まとめ】 

○ 民生委員児童委員協議会については、１２月に一斉改選が行われ４３人の民生

委員児童委員が改選された。民生委員児童委員業務がスムーズに行っていただけ

るように事務局による新任民生委員児童委員研修会をブロックごとに実施した。 

  また、全民児連、県民児協、町民児協の研修や催しについては新型コロナウイ

ルス感染予防対策を行いながら実施された。 

○ 町老人クラブ連合会については、新型コロナウイルスの影響により中止となっ

た事業もあったが、３年ぶりに再開できたものもあった。今後についても状況を

見ながら各事業の実施についてサポートを行っていく。 

  また、会員数の減少と役員の担い手不足が慢性的な課題となっており、休会と

なるクラブも出ている。各クラブにおいて新規会員獲得のため活動している。 

○ 心身障がい者福祉会については、新型コロナウイルスの影響を受けて事業の実

施が困難な状況ではあったが、感染症対策を行いながら県外研修旅行や障がい者

の日記念のつどいを実施することができた。 

  行事への参加者が少ないことや、会員の高齢化が著しく、理事の担い手不足が

懸念される。 

○ 母子父子寡婦福祉会については、寡婦交流事業として町内でいちご狩りを実施

し、久しぶりに会員同士顔を合わせる良い機会となった。また、会員への生活支

援ギフト券とお便りの配布は地区役員が訪問し、手渡しすることで顔つなぎがで

きた。寡婦会員の高齢化と母子父子会員の新規加入がなく、会員数は減少してい

る。 

○ ボランティア連絡協議会では、３年ぶりに街頭募金や企画行事を実施すること

ができた。会員同士の親睦の場となり、会の活性化を図ることができた。しかし、

新規加入団体はなく、会員数は減少傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


